
1年後 3年後 10年後
まち全体にも周辺にも旧駅舎を中心に

テーマ

1 年後、3年後、10 年後の旧駅舎と国立のまちの姿をえがいてみましょう！

キーワード
  ・バスが発展している
  ・人が集う
  ・外国人との共有・共感・交流
  ・多世代交流、同じ趣味
  ・多様性
  ・国立のライフスタイルの魅力
  ・面白さ、楽しさ
  ・新、旧の違いを楽しむ
  ・子育て、助け合い
  ・歴史や想い、ブランド、シンボル

国立の
財産 (若者) が

生かされ
循環する

誰もが使いやすい
状態にする

みんなで
掃除をする

多発的に
まちの中で

動きがでてくる

昔国立に
住んでた・通ってた

人がまた来る

思い出が
つくれる場所

だれでも
自由に使える
開かれた場所

誰でも見学できる
授業を学校で行う

(学校をまきこむ)

お金を稼げる
場になる

若い人たちを
巻き込んで

行くような場所

駅の南北を
つないで楽しめる

新しい
“出会い”の
きっかけに

音楽を奏でる人が
現れてほしい

利用者が
限定的とならない

仕組み

駅舎を呼び水に
若い人たちの

「偶然の出会い」

国分寺や
立川市など
行政の枠を
取り払いたい

駅舎周辺の活用 ロータリーの活用

これからも
“まちあわせ”の

場所に

コミュニケーションが
生まれる場

時間を
共有できる

駅・まちで
普通に

知らない人と
話せる

国分寺や
谷保の方への

発信

外の人から
「そんなことできる?」
「行ってみよう」
と、思われる

凡　例
課　題
  ・駅舎に人がとどまるように
    するには ?
  ・地元の人達だけの盛り上がりで
     終わらせないようにするには ?
   →どう発信する?

若者が
活躍できる
・ワゴンカー

・学生の取り組み
・高校生ソング


